
 
 
 
 
 
   
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

米に関するマンスリーレポート 

新潟県版 令和２年２月 

《今月の特集１》 
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認定方針作成者の皆さん、 
は種前契約や複数年契約の取り組みを進めましょう。 

１ 主食用米の民間在庫量（令和元年 12 月末現在）の状況 
 

令和元年 12 月末現在の主食用米の民間在庫は、全国では前年同時期に比べて
21 万トン多い 322 万トンとなっています。 
 また、本県の民間在庫も前年に比べ 3.3万トン多い28.1万トンで、これは、
作況 108 の大豊作で販売に苦労した平成 28 年並みの状況です。 
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新潟県：千トン 全国：万トン

主食用米の民間在庫状況（令和元年 12 月現在） 

１ 

（出典：農林水産省） 

 令和元年 12 月末現在の主食用米の民間在庫量は、全国、新潟ともに前年同時期

に比べて積み上がっている状況です。 

需給バランスが崩れて米の在庫が積み上がると、値崩れに繋がるおそれがあり

ます。新潟米の安定生産に向けて、は種前契約や複数年契約の取組を進めましょ

う。 

 



  

２ 

２ 県産米の事前契約の状況（令和２年１月 20 日時点） 
 

 先般、県は認定方針作成者を対象に、「令和２年産主食用米の集荷計画及び
事前契約状況等調査」を実施しました。 

その結果、本県における事前契約の状況は、各自が直接販売する分について
は３割に満たない状況で、また、単価まで決めた契約は 8.5％に留まってお
り、販売委託を含めた全体でも、集荷計画に対する事前契約は 37％に留まっ
ています。 
 

消費動態の変化や人口減少等により、主食用米の需要が全国で毎年 10 万ト
ン減少すると見込まれる中、需要に応じた生産・販売を進め、豊凶等による価
格変動に左右されない経営を行っていくために、は種前契約や複数年契約等の
事前契約が重要です。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

集荷
計画

直売 上部団体等の委託

直売数量
計

事前契約
(は種前・複数年) 委託数量

計

事前契約
(は種前･複数年)

価格あり 価格あり

県全体
380,313 141,414 39,748

(28.1%)

12,134

(8.5%)

238,899 99,209

(41.5%)

7,246

(3.0%)

「令和２年産主食用米の集荷計画及び事前契約状況等調査」結果 

（単位：トン） 

※ 下段カッコ内は、「直売」､「上部団体等への委託」の区分毎に占める契約数量の割合 
 

調査時点：令和２年１月 20 日 

調査対象：認定方針作成者 181 者 

回答者数：86 者 
 

令和元年産の販売状況等について ～末端の販売不振が在庫増加に影響か～ 
 

１面で紹介しましたが、令和元年 12 月末の主食用米の民間在庫は、前年を大
きく上回り、全国で 322 万トン、本県で 28.1 万トンとなっています。 

在庫の増加は、主に米の消費減少が要因と考えられ、県内の米取扱Ａ業者は
「消費税増税に伴う中・外食需要の減少、少雪によるスキー客等の減少、新型コ
ロナウイルス等による外国人旅行者の減少や各種イベントの中止など、様々な要
因が重なり、荷の動きが非常に悪い」、またＢ業者は「明らかに潮目が変わっ
た」など、県産米の販売を懸念する声が聞こえてきます。 

令和２年産政府備蓄米の第２回入札では、主食用米の消費減少や需給動向の見
通しの不透明さなどを背景に、すでに９県が県別優先枠を全量落札しています。 

新潟米の需給の安定化に向け、主食用米の事前契約の締結を進めるとともに、
非主食用米等の取組拡大が必要な状況となっています。 



 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
  

３ 

県では、市町村・地域農業再生協議会や認定方針作成者の非主食用米等の生産拡
大に向けた取組を支援します。 

 

《今月の特集２》 

令和２年産の非主食用米等の生産を支援します 
（令和２年度県単事業の紹介） 

｢新潟米｣需要拡大産地力強化支援事業 

【支援内容】  県内食品産業業者の需要に応じた加工用米・米粉用米・新市場開拓用米・  
       大豆・麦（以下「非主食用米等」という）の安定供給に向けた生産・需要拡大

取組を、支援します。 
 

【事業主体】  認定方針作成者 
 
【補助率等】 定額（非主食用米等の拡大面積のうち、 

事前契約によって結びついた面積 
に応じて右表のとおり助成） 

       （予算額 10,000 千円） 
 

【要   件】  ●非主食用米等生産部会等の設置 
●非主食用米等生産・需要拡大推進計画、及び品種別栽培暦等の策定 
●事業実施年度の非主食用米等の部会栽培面積は 10ha 以上 
●非主食用米等の作付面積が現状と比べて概ね５ha 以上拡大すること  等 
 

【使   途】 ・需要に応じた非主食用米等の生産拡大の推進活動 
        （栽培検討会・技術研修会・生産体制構築に向けた意見交換会の実施、 

生産拡大に必要な種子代補助、共同利用機械等の導入や借入費  等）  
       ・非主食用米等の集荷ロットの拡大に向けた取組活動 
         （共乾施設の利用料金補助、法人連携によって新たに発生する事務経費･ 

賃金、フレコンバッグなどの取得や補助に要する経費  等） 
 

※ なお、機械等の導入は取得価格 50 万円以下のものに限ります。 
 

新たな米政策推進活動支援事業（水田フル活用・食品産業と連携した新潟米生産体質強化） 

【支援内容】 非主食用米等の安定供給体制を構築するため、県内食品産業等との連携・調整
や生産者への作付推進の取組を支援します。 

        ※対象作物は非主食用米(加工用米･米粉用米･新市場開拓用米･飼料用米)や 
大豆･麦･そばとし、産地交付金を活用して地域農業再生協議会が独自に使途
設定した作物での取組を対象とします。 

 
【事業主体】  市町村､地域農業再生協議会 
 
【補助率等】 標準事業費1,000千円×補助率1/2×10地区 
       ※補助金上限：１地区700千円とします。 
       （予算額 5,000千円） 

 
【使  途】 ・産地の生産推進活動（対策検討会議や生産者への周知活動に要する経費） 
        ・ニーズのある品種の展示や種子生産委託(県種子協会が供給する品種を除く)

加工適性調査に要する経費 等 
  ・企業のニーズ把握・原料調達に関する話し合いや特産品等の開発企画等の 

連携活動に要する経費 等 
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(１)一般コシヒカリ 

12月時点の元年産一般コシヒカリの販売比

率は、前年比７ポイント減の26％となり、３

か月連続で前年を下回って推移している。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
(２）魚沼コシヒカリ 

 12月時点の元年産魚沼コシヒカリの販売比

率は、前年比１ポイント減の30％となり、２

か月連続で前年を下回って推移している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 概況   元年産の新潟米は、販売比率が前年を下回るとともに、令和元年 12 月の民

間在庫は前年より 3.3 万トン増加している。 

元年産米の集荷数量に対する販売数量の割合（販売比率）は前年を下回

っている。 
販売比率 

４ 

２ 

新潟米の販売状況 



 

 
 
 
(１)新潟米 

 12月時点の新潟米の民間在庫(うるち米)は、

前年比13.3％増の281千トンとなり、前年を６

か月連続で上回った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
(２)全国 

 12月時点の全国の民間在庫(うるち米)は、

前年比7.0％増の322万トンとなり、前年を４

か月連続で上回った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

在庫状況 

５ 
 

民間在庫の推移（うるち米） （単位：新潟米は玄米千トン、全国は玄米万トン）

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

94 61 200 307 298 266 239 209 179 147 116 88

0 0 160 269 265 239 218 192 164 136 107 82

89 59 39 38 32 26 21 16 15 11 9 6

58 32 210 290 275 248 224 198 165 136 108 85

0 1 194 276 264 241 219 194 163 134 107 84

53 29 15 13 9 6 4 3 2 1 1 1

59 35 214 309 306 281

0 1 194 293 294 273

58 34 19 16 12 8

108 88 155 283 315 311 288 263 234 201 167 134

1 15 104 241 282 288 270 249 223 192 160 129

103 71 48 38 29 21 14 11 8 6 5 4

102 87 151 288 305 301 283 260 228 193 162 132

1 18 103 248 273 277 263 244 216 184 155 126

97 66 45 37 28 20 16 12 9 7 5 4

99 79 160 294 318 322

1 13 115 255 285 298

95 66 43 34 25 16

元/２
元 年 産 米

1 年 古 米 (30 年 産 )

新
　
潟
　
米

30/元
30 年 産 米

1 年 古 米 (29 年 産 )

29/30
29 年 産 米

1 年 古 米 (28 年 産 )

元/２
元 年 産 米

1 年 古 米 (30 年 産 )

全
　
　
国

資料： 農林水産省「米に関するマンスリーレポート」

1 年 古 米 (29 年 産 )

30/元
30 年 産 米

29/30
29 年 産 米

1 年 古 米 (28 年 産 )



 

 
 
 
(１)一般コシヒカリ 

12月時点の元年産一般コシヒカリの相対取

引価格(１等)は、前月から208円上回り、

17,334円(玄米60kg、税込)となった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
(２)魚沼コシヒカリ 

12月時点の元年産魚沼コシヒカリの相対取

引価格(１等)は、前月を189円下回り、20,782

円(玄米60kg、税込)となった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

相対取引価格 
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(１)一般コシヒカリ 

12月時点の一般コシヒカリの小売価格は、

前年産を上回っており、前月＋19円の2,220円

（５kg袋販売時換算、税込）となった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
(２)魚沼コシヒカリ 

12月時点の魚沼コシヒカリの小売価格は、

前月▲74円の2,698円(５kg袋販売時換算、税

込)となった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小売価格 

(POS ﾃﾞｰﾀ) 

発行元：新潟県農林水産部農産園芸課 

ＴＥＬ：０２５－２８０－５２９５ 

ＵＲＬ：https://www.niigatamai.info 
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資 料 編 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

販売状況 

契約状況 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

契約比率 

相対取引数量 


